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研究成果の概要（和文）： 
ソーシャルメディアは，Web などを通じて多くのユーザが協調的にコンテンツを作り上げる

仕組みであり，新しい知識抽出の基盤として注目されている．しかし，Wikipedia のような大
規模かつ不特定多数のユーザが編集するようなソーシャルメディアを解析して有用な知識を抽
出するには，①高いスケーラビリティの実現と②情報の信頼性の向上という二つの技術的課題
をクリアする必要があった．本研究課題では，これらの問題を解決するために，１）スケーラ
ビリティの高い連想関係抽出手法，２）機械学習による重要素性の発見，３）テストコレクシ
ョンの整備，４）多様なリソースの融合的解析手法などの研究を行い，成果を挙げることに成
功した． 
 

研究成果の概要（英文）： 
Social media systems allow users to construct contents collaboratively on the Web. Because 
of the unique characteristics such as coverage and accuracy, it has become one of the 
promising corpora for knowledge extraction. However, there exist two major technical 
issues on social media analysis; scalability and credibility. In this research project, 
to solve these problems, we have conducted a series of research; 1) scalable association 
extraction, 2) machine learning for finding important features, 3) a large scale test 
collection construction and 4) integrated analysis across different types of resources. 
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１．研究開始当初の背景 

ソーシャルメディアは，Web を通じて多く
のユーザが協調的にコンテンツを作成する
手法であり，網羅性と精度の高いコンテンツ

が形成されている．WikiをベースにしたWeb
百科事典「Wikipedia」は，ソーシャルメデ
ィアの代表例であり，文化，歴史，数学，科
学，社会，テクノロジなどの幅広い分野のト



ピックをカバーしている．これらのソーシャ
ルメディアは，「群集の叡智」と呼ばれる形
式の新しいメディアであり，知識抽出のため
のコーパスとして，その有用性が研究者の間
でも急速に注目を集めはじめている． 

研究代表者らはこれまでの研究で，大規模
な Web コンテンツ（特に Web 科事典
「Wikipedia」）を解析することで，大規模か
つ精度の良い連想シソーラス辞書を構築し
てきた．この連想シソーラスは，Wikipedia
のリンク構造を解析して作成したものであ
るが，既に英語で 300 万概念，日本語で 77
万概念をサポートしており，世界最大規模の
連 想 シ ソ ー ラ ス を 実 現 し て い る
（

百

http://sigwp.org 参照）．本連想シソーラス
は，与えられた単語に対して，連想関係にあ
る単語を高精度かつ高速に抽出することが
可能であり，情報検索の効率化などを実現す
る基盤技術として利用可能であることが判
明している．研究代表者らは，連想シソーラ
ス 辞 書 構 築 に 関 す る 研 究 を 通 じ て ，
Wikipediaのリンク構造を解析することで極
めて実用性の高い知識抽出が可能であるこ
とを証明してきており， Wikipediaが人工知
能研究の新しいパラダイムシフトを引き起
こす可能性を秘めたコーパスであることを
証明してきた．しかし，Wikipediaのような
大規模かつ不特定多数のユーザが編集する
ようなソーシャルメディアを解析して有用
な知識を抽出するには，(1) 高いスケーラビ
リティの実現と(2) 情報の信頼性の向上とい
う二つの技術的課題をクリアする必要があ
った． 

 
２．研究の目的 

上記の研究背景に基づいて，本研究ではこ
れら二つの技術的課題を解決することを目
的とし，幅広い分野で利用可能な汎用連想エ
ンジンに関する研究を行う．具体的には，以
下の二つの観点から研究開発を推進する． 

(1) スケーラビリティの高い連想記憶エンジ
ンの実現 

(2) ソーシャルメディアからの信頼性の高い
情報の抽出 

 
３．研究の方法 

ソーシャルメディアからの知識抽出に関
する研究は黎明期を迎えたばかりである．事
実，国内では Wikipedia が知識抽出のコーパ
スとして利用されている研究は非常に少な
い．しかし，国外ではいくつかの先行研究が
存在する．その中でも，現在最も研究が盛ん
に行われているのが，概念間の関係度
（Relatedness）解析である．これらの研究
では，カテゴリ情報や特徴ベクトルの比較な

どの指標を用いて語彙同士の関係性を 0から
1 までの数値で表す．しかし，これらの研究
ではスケーラビリティに関する考察も情報
の信頼性に対する考察も無い．そのため，実
用的なアプリケーションで利用するには技
術的な課題が残されているのが現状である．
また，情報の信頼性についても考慮がなく，
ソーシャルメディアからの情報抽出手法と
しては問題がある． 

 

図 1：本研究課題の全体概要 
 
そこで，本研究では図 1に示すとおり，(1) 

スケーラビリティの高い連想記憶エンジン
に関する研究と(2) ソーシャルメディアか
らの信頼性の高い情報の抽出に関する研究
を行う．研究の方法として，まずはスケーラ
ビリティの高い連想記憶エンジンについて
注力して研究を進める．これは，抽出した連
想記憶の効率的な解析などについても，高速
に処理する必要があるためである．つまり，
信頼性の高い情報抽出の研究を行う際には，
頻繁に精度を計測する必要があるが，このと
きにスケーラビリティの高い連想記憶の仕
組みが完成していなければ，研究を円滑に進
めることができない．その後，ソーシャルメ
ディアからの信頼性の高い情報抽出に関す
る研究を進める．特に，どのような要素が情
報の信頼性に影響を与えるのかについて，実
際に Wikipedia の記事データを調査し，アル
ゴリズムの設計を進める． 
 最後に，信頼性の高い情報抽出手法につい
ての研究を重点的に推進する．最終的にはス
ケーラビリティ技術との融合を果たし，ソー
シャルメディアから信頼性の高い情報を抽
出し，精度の高い連想記憶エンジンを開発す
る． 
また，本研究開発では，得られた知見など

を積極的に論文化し，公開することで他の研
究者と交流し，迅速な研究推進を図る．これ
は，Wikipedia マイニングという極めて新し
い研究分野では，非常に重要なポイントであ

http://sigwp.org/


る．しかし注意しなければならない点として
は，最初から必要以上に研究発表数や論文投
稿数を重視した場合，重要な研究開発部分に
注力できない可能性があることである．その
ため，研究初期にはあえて研究発表・論文投
稿数を絞り，質の高い研究を実現することに
注力する．逆に，研究後期では，積極的に研
究発表と Web を通じた情報公開を進め，研究
成果の公開に努める． 
 
４．研究成果 

(1) スケーラビリティの高い連想抽出手法 
研究初期においては，特にスケーラビリテ

ィの高い連想記憶エンジンについて注力し
て研究を進めてきた．これは，抽出した連想
記憶を実際のアプリケーションに適用する
ためには効率的な解析手法および連想デー
タの抽出手法が必要であるためである． 

その成果として，ソーシャルメディアにお
けるハイパーリンクの共起性に基づく連想
関係抽出手法を確立した（図 2）．本手法は，
同じページや同じセンテンスなど，定められ
た領域の中に共に出現するハイパーリンク
同士は関係性が強い，という戦略に基づく手
法である．この結果，従来手法で課題であっ
たスケーラビリティの面で高いパフォーマ
ンスを実現することができた．これは，共起
性解析がデータの数に対して線形にスケー
ルする特性を利用したものである． 

 

○○○

・・・・・A ・・・ B ・・・・・ C ・・・・・・・・

D ・・ B ・・・・・・ E ・・・・ ・・・・・・ ・・

・・・・C ・・・・・・・・・ F ・・ ・・・・ ・・・・

・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・

A, B, C, D, B, E, C, F

ウインドウ

リンク

ウインドウをずらしていく

共起

○○○に関する記事

解析対象データ

 
図 2：共起リンク解析による連想辞書構築 

 

(2) 機械学習による重要素性の発見 
また，詳細な実験により，各種の共起性解

析モデルを評価し，高いスケーラビリティを
実現しつつ，従来手法と同等の精度を実現す
ることにも成功した．具体的には，SVM
（Support Vector Machine）により，多属性
（リンク共起性，TF-IDF，相互リンク，pfibf，

リンクの出現位置，所属カテゴリ）を考慮し
た連想関係抽出アルゴリズムを構築し，さら
なる精度向上を実現した．この結果，共起性
解析やページ間のリンク解析手法，相互リン
クなどの情報が連想関係を抽出するには重
要な要素であることが判明した． 

(3) テストコレクションの整備 
本研究の重要な成果の一つが，大規模テス

トコレクションを利用した連想関係抽出の
精度向上である．テストコレクションを利用
することにより，手法の精度を客観的・機械
的に評価できるようになった．この結果，パ
ラメータを変更しながらアルゴリズムを最
適化することが可能となり，精度向上に貢献
した．また，正解集合としてテストコレクシ
ョンを用意することで，Web 情報や，リンク
共起性解析などの素性を利用した機械学習
手法の適用が可能となり，より高い精度を実
現できた．重要な素性の組み合わせを発見す
ることができることから，計算量を押さえつ
つ，精度を向上するための素性の組み合わせ
を調べることができた． 
 
表１：テストコレクションのデータ例 

 

(4) 多様なリソースの融合的解析手法 
最後の重要な研究成果は，ソーシャルメデ

ィア外の情報との融合および信頼性の数値
化手法である．昨年度の成果である大規模テ
ストコレクションを利用したことで，多様な
情報の中から信頼性や連想関係に影響を与
える要素を発見した．特に，ソーシャルメデ
ィア外の情報として，Web 情報（Web 共起）
情報の有効性が確認され，手法の精度と網羅
性の向上に貢献した．さらに，大規模なデー
タを効率的に取り扱うための基盤アルゴリ



ズムの研究にも進展があり，Web ドキュメン
トのように大規模なリンク情報を扱う技術
の方向性を開けたことは，今後の研究を進め
る上で重要なポイントであった． 

最終年度においては，研究計画に基づき
（国際）会議での発表や論文発表を通じて積
極的に成果の公開に尽力した．その結果，最
終年度だけで論文誌 4 本，口頭発表 12 件の
成果を挙げることができたことは特筆すべ
き成果であると言える．研究期間全体では，
雑誌論文 9 件，学会発表 24 件の成果を挙げ
た．これらの中には，マルチメディア分野で
世界最高峰の論文誌である ACM. Trans. on 
Multimedia Computing, Communications and 
Applications の掲載論文や，知識処理分野お
よび情報検索分野でトップレベルの国際会
議である CIKM の発表論文が含まれている．
これらの成果は，研究開始当初に想定してい
た以上のものである． 
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